
光ケ丘中

１「自ら考え正しく判断できる生徒」を育てるための「『学び』のプロジェクト」

保護者

生徒

教職員

令和5年度学校評価アンケート

・保護者評価②において，「いろいろな面から学習の評価がなされ
ている」が向上している。教職員評価⑬の「教科部会は充実してい
る」についても向上していることから，生徒評価⑤も向上するよう生
徒にもわかりやすい評価に取り組んでいく。

・保護者評価③において，「キャリア教育は将来の目標をもつことに
役立っている」が向上している。コロナ禍よりも，講師を招聘しての
講演会が実施されるようになったこともあるが，保護者の肯定的な
意見や教職員評価⑭が向上するよう，学校全体として計画的に実
施ができるように取り組んでいく。

・生徒評価⑥において，「授業では，協働や対話をすることができて
いる」が向上している。教職員評価⑫における「主体的・対話的で
深い学びを実践している」の向上も見られ，継続して授業改善に取
り組んでいく。

・教職員評価⑰「補充的な学習計画の実施」教職員評価⑱「光中
タイムの有効活用」については，今年度の学習成績2期制開始した
こともあり，今後重点的に取り組んでいく課題の１つである。

2.8%

2.2%

33.1%

36.2%

57.0%

56.8%

4.2%

4.9%

①自ら学びたくなるような工夫のあ

る授業が展開されているか。

(３と４の割合 0 . 4%→ )

2.1%

1.6%

21.1%

22.2%

64.1%

66.5%

4.2%

9.7%

R4

R5

②テストだけでなく、いろいろな面か

ら学習の評価がなされているか

（３と４の割合＋ 7 . 9％↑）

5.6%

3.2%

50.7%

42.7%

37.3%

45.4%

3.5%

8.6%

R4

R5

③学校でのキャリア教育は、お子様が

将来の目標を持つことに役立ってい

る。（３と４の割合 13 . 2％↑）

5.9%

4.0%

13.2%

11.7%

62.9%

63.1%

18.0%

21.2%

R4

R5

④自ら学びたくなるような工夫ある

授業が展開されている。

(３と４の割合 3 . 4％→ )

9.9%

4.6%

45.2%

38.5%

43.0%

56.0%

R4

R5

⑥授業では他の生徒との「協働」や

「対話」をすることができている。

(３と４の割合 6 . 3％↑ )

7.0%

7.0%

47.5%

40.0%

44.7%

50.1%

R4

R5

⑤テストだけでなく、いろいろな面

から学習の評価がなされている。

(３と４の割合 － 2 . 0％→ )

2.0%

2.7%

10.4%

7.5%

59.0%

55.3%

28.7%

34.5%

R4

R5

⑩授業では見通しを持ち自分なりの

考え（答え）を持つことができてい

る。 (３と４の割合 2 . 2％→ )

4.5%

3.5%

16.9%

10.1%

46.3%

45.7%

32.3%

40.7%

R4

R5

⑦授業や家庭学習に進んで取り組ん

でいる。 (３と４の割合 7 . 8％↑ )

12.1%

12.1%

19.4%

20.4%

39.6%

42.8%

28.9%

24.8%

R4

R5

⑧光中タイム（朝自習）での読書は、

学習に役立っている。

(３と４の割合－ 1 . 0％→ )

5.1%

5.3%

12.9%

13.4%

57.6%

50.4%

24.4%

30.9%

R4

R5

⑨学校でのキャリア教育は、将来の

目標を持つことに役立っている。

(３と４の割合 － 0 . 7％→ )

2.9%

18.2%

20.0%

72.7%

60.0%

9.1%

17.1%

R4

R5

⑪「光中スタンダード」のステップ

アップを意識して指導を行ってい

る。 (３と４の割合 － 4 . 7％→ )

18.2%

5.7%

63.6%

68.6%

18.2%

25.7%

R4

R5

⑫「主体的・対話的で深い学び」を

実践している。

(３と４の割合 ＋ 12 . 5％↑ )

9.1%

5.7%

27.3%

14.3%

54.5%

60.0%

9.1%

20.0%

R4

R5

⑬教科部会は充実している。

(３と４の割合 ＋ 16 . 4％↑ )

14.3%

63.6%

54.3%

36.4%

31.4%

R4

R5

⑭卒業を見通したキャリア教育を計

画・実践している。

(３と４の割合 － 14 . 3％↓ )

8.6% 45.7% 45.7%R5

⑮新 ペア、少人数学習等、協働による教え

あいを含めた自己の考えを広げさせる授業の

工夫し､生徒のコミュニケーション能力等の

力を伸ばすことができている。

5.7% 14.3% 60.0% 20.0%R5

⑯新 各教科で授業アンケートを実

施し，教科全体で共有し，授業改善

につなげることができている。

2.9% 28.6% 45.7% 22.9%R5

⑰新 定期テスト前や長期休業中の

補充的な学習の計画的な実施ができ

ている。

17.1% 20.0% 45.7% 17.1%R5

⑱新 学年体制として光中タイムの有

効活用をすることにより､生徒の力を伸

ばすことができている。



光ケ丘中

２「心豊かで思いやりのある生徒」を育てるための「『心』プロジェクト」

保護者

生徒

教職員

・保護者評価㉒において，「家庭との連絡・相談」は向上している一
方で，保護者評価⑲「生徒の相談に適切に対応している」が低下
している。生徒との相談により丁寧に取り組み，その内容を共有す
るように努めていく。

・生徒評価㉘において，「ボランティアや地域行事などに参加しよう
とした」が大きく低下している。昨年から「コロナ禍において感染症
対策をしながら」という表現を抜いた事も一因であるが，クリスマス
カード作りなど地域のために取り組んでいることの意識付けをして
いく。

・保護者評価㉑と教職員評価㉛から，生徒の学校での様子を，HP
や学校便り，授業公開など，生徒の取り組みの様子がわかる機会
を増やす事に取り組んでいく。

令和5年度学校評価アンケート

2.8%

3.8%

19.0%

25.9%

61.3%

63.8%

15.5%

6.5%

R4

R5

⑲教師は、生徒の相談に適切に対応

している。

（３と４の割合 - 6 . 5%↓）

1.4%

2.7%

18.3%

15.1%

64.1%

71.9%

13.4%

10.3%

R4

R5

⑳光ケ丘中の生徒は、思いやりのあ

る言動がとれている。

（３と４の割合 4 . 7%→）

7.0%

8.1%

65.5%

60.5%

24.6%

30.8%

R4

R5

㉑学校は、学校行事などを公開して

いる。（３と４の割合 1 . 2%→）

3.5%

3.2%

19.0%

15.1%

53.5%

61.6%

21.1%

20.0%

R4

R5

㉒教職員は、家庭との連絡や相談な

ど適切に対応している。

（３と４の割合 7 . 0%↑）

1.4%

2.2%

16.2%

10.8%

55.6%

60.0%

23.9%

27.0%

R4

R5

㉓学校は、各種便りやホームページ

などを通して様々な情報を伝えてい

る。（３と４の割合 7 . 4%↑）

23.2%

23.2%

46.5%

48.1%

23.9%

23.2%

4.2%

5.4%

R4

R5

㉔お子様は地域との関りを持とうと

していた。（持った）

（３と４の割合 0 . 5%→）

3.9%

3.3%

8.1%

6.2%

46.9%

45.6%

41.0%

44.9%

R4

R5

㉕先生は相談に適切に対応してい

る。 (３と４の割合 2 . 6％→ )

3.9%

4.8%

44.1%

43.9%

50.3%

49.6%

R4

R5

㉖互いに尊重し、他の人が困るよう

な言動がないように心がけている。

(３と４の割合 2 . 6％→ )

7.0%

4.9%

44.7%

44.2%

46.9%

50.0%

R4

R5

㉗日常生活において、常に思いやり

のある言動がとれるように心がけて

いる。 (３と４の割合 2 . 7％→ )

14.0%

36.6%

23.9%

22.9%

34.8%

23.3%

27.2%

17.2%

R4

R5

㉘ボランティアや地域行事などに参

加しようとした。（参加した。）

(３と４の割合 － 21 . 6％↓ )

5.6%

9.1%

5.6%

63.6%

63.9%

27.3%

25.0%

R4

R5

㉙定期的な教育相談は充実してい

る。 (３と４の割合 － 2 . 0％→ )

2.8%

9.1% 45.5%

30.6%

45.5%

66.7%

R4

R5

㉝いじめや問題行動、悩みなどを早

期に対応するよう努めている。

(３と４の割合 ＋ 6 . 3％ )

5.9%

27.3%

17.6%

36.4%

47.1%

36.4%

29.4%

R4

R5

㉚日常の変化や生徒理解のため「帰り

の会」や「生活ノート」を活用してい

る。 (３と４の割合 ＋ 3 . 7％→ )

5.7% 14.3% 51.4% 28.6%R5

㉟新 生徒が互いに認め合える学年づく

りを推進することにより､生徒が互いに

認め合える姿が引き出すことができてい

る。2.9%

9.1%

8.6%

81.8%

57.1%

9.1%

31.4%

R4

R5

㉞サポート（特別支援・不登校）を必要

とする生徒への指導と共通理解が出来て

いる。 (３と４の割合－ 2 . 3％→ )

17.1% 37.1% 28.6% 17.1%R5

㊱新 学校行事、授業参観等の積極

的な学校公開を月１回以上してい

る。

5.6%

9.1%

11.1%

72.7%

44.4%

18.2%

38.9%

R4

R5

㉛学校や学級、部活動の様子などを「各

種たより」などで積極的に保護者に伝え

るようにしている。

(３と４の割合 － 7 . 6％↓ )

5.6%

45.5%

27.8%

54.5%

55.6%

0.0%

11.1%

R4

R5

㉜地域と連携し生徒を育てる工夫を

している。

(３と４の割合 12 . 1％↑ )



光ケ丘中

３「心身ともに健康な生活」を育てるための「『体』プロジェクト」

保護者

生徒

教職員

・教職員評価㊿において，「自治的活動をさせている」にあてはまる

の回答が前年度より大きく向上している。一方で，保護者評価㊷で
は低下がみられます。授業や学校行事の取り組みにより，生徒の成
長した姿を伝えていく。

・学校の三本柱である挨拶・時間・清掃については，保護者評価・
生徒評価・教職員評価でズレが生じている。学校として，どのような
姿を出来ていると判断するのか，ゴールを明確に伝えていく。

・教職員評価51における『「健康な体づくり」「食に関する指導」
「命を大切にする教育」は充実している』は向上しており，食育を意
識した授業づくりや講演会の計画・実施できたことが挙げられ，次
年度以降も継続できるよう教育課程に組み込んでいく。

令和5年度学校評価アンケート

4.9%

5.4%

36.6%

30.8%

45.1%

54.6%

12.7%

9.2%

R4

R5

㊲光ケ丘中の生徒は、すすんで挨拶

している。

（３と４の割合 6 . 0%↑）

0.7%

2.2%

16.9%

23.8%

69.7%

62.7%

9.9%

11.4%

R4

R5

㊳光ケ丘中の生徒は、時間を意識し

て生活している。

（３と４の割合 - 5 . 5%↓）

2.8%

3.8%

12.7%

20.0%

62.0%

61.1%

20.4%

15.1%

R4

R5

㊴お子様は、健康に気を付けた生活

を送っている。

（３と４の割合 - 6 . 2%↓）

5.6%

6.5%

5.6%

8.6%

27.5%

31.4%

59.2%

53.5%

R4

R5

㊵お子様は、部活動に積極的に取り

組んでいる。（取り組んだ。）

（３と４の割合 - 1 . 8%→）

3.5%

4.3%

12.0%

13.0%

33.1%

43.2%

49.3%

39.5%

R4

R5

お子様は、好き嫌いなく食事（給食

含む）をしている。

（３と４の割合 0 . 3％→）

2.8%

4.3%

50.0%

57.8%

45.1%

36.2%

R4

R5

㊶お子様は、他者を尊重し、自他とも

に命を大切にしている。

（３と４の割合 - 1 . 0%→）

3.5%

2.2%

12.7%

23.8%

53.5%

58.4%

28.2%

15.7%

R4

R5

㊷お子様は、自発的・自治的に学校

生活を送っている。

（３と４の割合 - 7 . 6%↓）

9.8%

9.7%

37.1%

42.4%

52.0%

46.6%

R4

R5

㊸すすんで挨拶している。

(３と４の割合 0％→ )

2.2%

2.0%

5.6%

7.5%

43.8%

44.0%

48.3%

46.6%

R4

R5

㊻時間を意識して生活している。

(３と４の割合 - 1 . 6％→ )

5.9%

7.2%

41.5%

38.7%

52.5%

53.0%

R4

R5

㊹真面目に清掃に取り組んでいる。

(３と４の割合 - 2 . 4％→ )

2.2%

2.0%

7.3%

6.8%

32.9%

39.0%

57.6%

52.2%

R4

R5

㊼健康に気をつけた生活を送ってい

る。 (３と４の割合 0 . 8％→ )

5.1%

9.9%

6.5%

4.8%

25.8%

22.9%

62.6%

62.3%

R4

R5

㊺部活動に積極的に取り組んでい

る。（取り組んだ。）

(３と４の割合 - 3 . 2％→ )

7.3%

6.8%

12.9%

12.7%

28.7%

32.6%

51.1%

47.9%

R4

R5

㊽好き嫌いなく食事（給食）をして

いる。 (３と４の割合 0 . 7％→ )

2.0%

4.4%

31.7%

30.9%

64.9%

64.0%

R4

R5

㊾他者を尊重し、自他ともに命を大

切にしている。

(３と４の割合 - 1 . 7％→ )

5.6% 22.2% 61.1% 11.1%R5

52新 生活の三本柱を徹底させたこ

とにより､生徒は挨拶を積極的に行う

ことができたか。

5.7% 28.6% 60.0% 5.7%R5

53新 生活の三本柱を徹底させたこ

とにより､生徒は清掃に積極的にとり

くむことができたか。

27.3%

16.7%

54.5%

63.9%

18.2%

19.4%

R4

R5

5 1 健康な体づくり」「食に関する指

導」「命を大切にする教育」は充実して

いる。 (３と４の割合 ＋ 1 0 . 6％↑ )

2.8%

9.1%

11.1%

81.8%

58.3%

9.1%

27.8%

R4

R5

㊿生徒の自治的活動向上のために教職員

は意識しながら生徒に活動（取り組み）

をさせている。

(３と４の割合 － 5 . 6％↓ )



光ケ丘中

4　行事を通して【仲間作り】【リーダー育成】【感謝の心】を育てる。

保護者

生徒

教職員

・教職員評価６１において，『生徒会活動では「リーダー育成」を図
ることができた。』のあてはまるの回答が向上している。一方で，保
護者評価５５の『学校行事は、お子様にとって「リーダー育成」に役
立っている。』のよく出来ているの回答が低下している。リーダー育
成の過程やどのようなリーダーの姿になったのかを伝えていく。

・教職員評価６２において，『歌声活動（新入生歓迎会、三送会、合
唱コンクール）では「感謝の心の育成」を図ることができた。』が低
下している。コロナ禍と比べ，歌声活動が増加しており，より良い活
動計画を立て，感謝の心を育む歌声活動を作っていく。

令和5年度学校評価アンケート

2.1%

4.3%

9.2%

10.3%

63.4%

62.7%

24.6%

22.7%

R4

R5

54 学校行事は、お子様にとって「仲

間づくり」に役立っている。

（３と４の割合 - 2 . 6%→）

2.8%

4.3%

5.6%

22.2%

29.6%

55.1%

45.1%

18.4%

R4

R5

55 学校行事は、お子様にとって

「リーダー育成」に役立っている。

（３と４の割合 - 1 . 1%→）

2.1%

4.3%

19.7%

21.1%

63.4%

62.2%

12.0%

12.4%

R4

R5

56 学校行事は、お子様にとって「感

謝の心の育成」に役立っている。（３

と４の割合 - 0 . 8%→）

3.4%

4.0%

29.8%

29.3%

65.4%

65.9%

R4

R5

57 校外学習、林間学校、修学旅行

を通して新たな仲間ができたり、仲間

との絆がさらに深まった。

(３と４の割合 - 0 . 1％→ )

3.9%

5.9%

7.5%

32.6%

32.7%

59.6%

55.9%

R4

R5

58 委員会活動、部活動、体育祭、文

化祭はリーダーを中心に（リーダーと

して）活動することができた。 (３と

４の割合 - 3 . 5％→ )

7.0%

5.5%

36.2%

39.2%

55.1%

53.5%

R4

R5

59 合唱コンクール、三送会などの歌

声活動では「感謝の心」を持ち取り組

むことができた。

(３と４の割合 1 . 4％→ )

5.6%

9.1%

8.3%

81.8%

63.9%

9.1%

22.2%

R4

R5

61 生徒会活動では「リーダー育成」

を図ることができた。

(３と４の割合 － 4 . 8％→ )

2.8% 13.9%

72.7%

58.3%

27.3%

25.0%

R4

R5

62 歌声活動（新入生歓迎会、三送

会、合唱コンクール）では「感謝の心

の育成」を図ることができた。

(３と４の割合 － 16 . 7％↓ )
5.6%

63.6%

41.7%

36.4%

52.8%

R4

R5

60 宿泊（校外）学習では「仲間づ

くり」を図ることができた。

(３と４の割合－ 4 . 8％→ )


